
戦　略

❶「奈良モデル」の実現に向けて、県と市町村
の役割分担を踏まえた水平補完・垂直補完
等の連携を推進します。

❷ 市町村の行政経営
向上への取り組み
を支援します。

❸ 市町村の現状分析
や情報提供を通じ
た支 援を行 いま
す。

◎地域に最適な地方行政の仕組み（奈良
モデル）の実現に向け検討し、実行します。
◎市町村財政の健全化（経常収支比率（市町村
平均）全国ワースト１０からの脱却）を図ります。

目　標

市 町 村 へ の 支 援

積極的な支援で、奈良を元気にする

市 町 村 へ の 支 援

「主な政策集　もっと良くなる奈良県」概要版
平成26年2月 奈良県 総務部 知事公室 政策推進課 URL : http://www.pref.nara.jp/15672.htm　

戦　略

❶ 県民の地域活動、ボランティア・NPOへの
参画を促進します。　

❷ 地域団体やボラ
ンティア・NPO団
体の活動を支援
します。

❸ 協働を推進する
ための体制整備
や個別プロジェク
トを推進します。

◎平成２８年までに「ボランティア活動の行
動者率」を３２．７％とします。

◎平成28年度末までに認証NPO法人数を
530法人まで増加させます。
◎平成２8年度末までに
県及び市町村での
「行政とNPO等と
の協働事業数」を８
6０事業にします。

目　標

協 働 の 推 進協 働 の 推 進

みんなでかかわり　元気な地域　誇れる奈良に

戦　略

❶「選択と集中」により、効率的・効果的な社会
資本の管理、活用、整備をマネジメントしま
す。

❷ 災害への備えなど安全・安心な県土整備を
推進します。

❸ 日常生活におけ
る移動手段の確
保、質の高い交
通 環 境 の 充 実
を推進します。

◎平成２６年度までに早急
に補修が必要な橋梁(７
６橋)、緊急輸送道路上
で耐震補強が必要な橋
梁(３５橋)について、橋梁補修・耐震補強
の完成を目指します。

◎浸水常襲地域において、被害軽減のため
の減災対策を推進し、平成３０年度までに
概ね７割の地域で対策を完了します。

目　標

経済の活性化・くらしの向上を目指した県土マネジメントの推進

効 率 的 ・ 効 果 的 な 基 盤 整 備効 率 的 ・ 効 果 的 な 基 盤 整 備

奈良県

主な政策集 概要版

もっと良くなる奈良県もっと良くなる奈良県もっと良くなる奈良県もっと良くなる奈良県もっと良くなる奈良県もっと良くなる奈良県



　奈良県では、「県政の目指す姿」である「地域の自立を図り、くらしやす
い奈良を創る」ため、持続可能な財政運営を維持しつつ、直面する県政諸課
題に積極果敢に取り組んでいます。
　本県経済の持続的な成長につなげるため、地域経済の活性化と雇用の確保
を強力に進めます。また、2020年のオリンピック・パラリンピックの東京開
催が決定されましたが、これを契機にその後のさらなる発展ができるよう、
奈良のもつポテンシャルを活かした、観光、文化、スポーツの振興に積極的
に取り組むとともに、くらしやすい奈良の創造に向けたまちづくりを進めま
す。
　「主な政策集　もっと良くなる奈良県」は、これらのテーマを含めた県政
の重要課題について、これまで重ねてきた議論を実現・実行させるため、
「地域を良くしたい」という強い思いのもと、必ずやり遂げるという信念を
持って智恵と工夫を凝らし、実行段階にある諸施策を盛り込み、内容の充実
を図りました。
　引き続き、「経済の活性化」や「くらしの向上」に取り組み、「未来の県
民」のためにも、これまで育ててきた発展の芽をより大きな成果へと結実さ
せ、より良き奈良の未来づくりを進めていきます。

平成 26年 2月

1日こども知事

戦　略

❶ 南部地域・東部地域の振興の方策を
検討し実行します。

❷ 地域の魅力の発見、創造、発信を行
います。

❸ 安全・安心、快適な生活を支える社
会基盤を整備します。

❹ 南部地域・東部地域への移住を推進
します。

◎南部地域・東部地域の交流人口（観光客数）８００
万人を目指します。

◎南部地域・東部地域
への二地域居住・移
住を増加させます。
◎自分の住んでいる地
域の活気や魅力に対
する満足度を高めま
す。

目　標

南部地域・東部地域の振興

住みたくなる、住み続けられる地域づくり

南部地域・東部地域の振興

戦　略

❶ 被災地域の迅速な立ち
直り・回復を推進します。

❷ 地域の再生・再興を推進
します。

❸ 安全・安心への備えを充
実します。

目　標

◎平成２６年度までの「集中復旧・復興期間」において、
　・避難者・被災者の生活の立ち直りを図ることはもとより、道路、
林道、土砂ダムの緊急工事等の復旧事業を迅速に進めます。

　・地域の再生・再興につながる新しい集落づくり、産業・雇用
の創造、くらしづくりなどについても、可能なものから着
手します。

◎「中・長期(平成２７年度～平成３２年度」期間において、地域の再
生・復興に向けたインフラ整備などを充実させ、併せて更な
る発展に向けた取り組みを推進します。

紀 伊 半 島 大 水 害からの 復 旧・復興紀伊半島大水害からの復旧・復興

奈良県紀伊半島大水害復旧・復興計画の着実な実行

戦　略

❶ やすらぎや憩いを提供する空間づくりに取り
組みます。

❷ 地域性を活か
した、にぎわ
い の あ る 住
み良いまちづ
くりを推進し
ます。

◎歩行空間が確保されていない通学路、バリ
アフリー基本構想における生活関連経路な
どで、歩行空間の整備を推進します。
◎人々がいきいきと暮らせ
るまちづくりを推進する
ため、まちづくりの検
討を行う協議会等の
数を平成26年度に16
団体へ増やします。

目　標

くらしやすいまちづくりくらしやすいまちづくり

生活者や来県者の視点から、まちの未来を考える



平成26年度予算編成平成26年度予算編成

「主な政策集」の公表
平成26年度予算編成 南部地域・東部地域の振興

戦　略

戦　略

❶ 災害に強い地域
づくりを推進しま
す。

❷ 感染症や食と生
活の安全・安心
確保のための対
策を推進します。

❸ 犯罪抑止及び交
通事故防止対策
を推進します。

❶ 美しく風格のあるまちなみを
守り、創り、育てます。　

❷ きれいな生活環境を創造しま
す。

戦　略

❶ 多様な再生可能エネルギー等
の普及拡大を図ります。

❷ 奈良の省エネ・節電スタイルを
推進します。

◎災害による死者をなくす・人命を守ることを最大の目
標に、できる限り被害を減少させます。

◎消防力の充実強化のために、平成２６年４月に消防の広域化を実現します。
◎新型インフルエンザの感染拡大を可能な限り抑制し、健康被害を最小
限にとどめるとともに、社会・経済活動への影響を軽減します。

◎食品取扱施設の監視指導及び食品検査を実施するとともに、食品に関
する情報を広く発信することにより食の安全・安心の確保に努めます。

◎平成２７年末までに、年間の刑法犯認知件数を10,000件以下にします。
◎平成２７年末までに、年間の交通事故死者数を限りなくゼロ(30人以
下を目途)に近づけます。

◎奈良の景観の向上を目指し、優れた景観の保全と創造、好
ましくない景観の改善に取り組みます。
◎清流を保全し、復活させます。
◎廃棄物の排出量削減とリサイクルを推進します。
・家庭ごみ排出量を平成29年度までに602g/人・日にします。
・その結果、最終処分率を平成２９年度までに１０．３％にします。

◎CO２の排出抑制に取り組みます。
◎豊かな自然環境を未来の子どもたちに伝えます。「今でも豊か
な自然が多く残されていると思う人の割合」を平成２７年度
までに７５％にします。

目　標

目　標

◎平成２７年度の再生可能エネルギーの設備容量を平成２
２年度比の２．７倍を目指します。
◎平成22年度の電
力使用量から５％
削減した状態を
平成２７年度まで
維持します。

目　標

景 観・環 境 の 保 全と創造景 観・環 境 の 保 全と創造

美しく風格と和みのあるまちづくり

エネルギー 政 策 の 推 進エネルギー 政 策 の 推 進

エネルギー自給率の向上を目指す

安 全・安 心 の 確 保安 全・安 心 の 確 保

防災対策・危機管理体制の充実



平成19年から平成22年までの４年間で101件の企業立地を実現しました。
平成 24年も引き続き積極的な誘致活動をした結果、20件台を維持しました。
1件あたりの立地面積では、全国第 24位の 1.7 万㎡です。

平成 24 年に奈良県内で宿泊した外国人客数は、104,300 人と推計されて
おり、平成 23 年に比べて約 3倍で、全国 25 位（平成 23 年：38 位）とな
りました。

■外国人宿泊者数の推移

■企業立地件数
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戦　略

戦　略

❶ 家庭・地域・学校が協働して、子どもを自立
した社会人に育てていくための取り組みを
進めます。

❷ ライフステー
ジに応じた学
びを支援しま
す。

❶ 奈良らしい歴史文化、質の高い文化芸術を
活用して、文化力を向上します。　

❷ 文化芸術への参加、鑑賞の機会を拡大し、活
動の裾野の拡大を図ります。

❸ 文化を核にした
まちづくりによ
る地域活性化
を進めます。

◎平成２8年度までに「規範意識の高い子ども
の割合」を全国平均に上げます。

◎平成２8年度までに「子どもの体力・運動能
力」を全国平均以上にします。

◎「児童生徒の暴力行為の発生件数（児童生徒
1,000人当たり）｣を全国平均以下に維持します。
◎平成２６年度までに、子育てに心理的・精神
的な不安・負担を強く感じる母親の割合を
１０.0％以下にします。

◎平成２8年度までに「芸術・文化」を行う県
民の割合を全国1位にします。

◎文化施設が核となり、県内各地の地域の
にぎわいを創ります。
◎奈良の歴史文化の情報発信や奈良らしい文
化芸術イベントを実施し、県内外からの交流
を活発にすることにより、県内の文化関連
消費を高めます。

目　標

目　標

文化の振興文化の振興

注目度の高いイベントの創造と県の文化度の向上

すべての人が生涯学び続ける地域社会をつくる

学 び の 支 援学 び の 支 援

戦　略

❶ だれもがいつでもスポーツを楽しめる環境
の整備を図ります。　

❷ 地域で楽しむ
スポーツ、あ
こがれ・感動
を生むスポー
ツの推進を図
ります。

◎１日30分以上の運動・スポーツを週２
回以上実施し、１年以上継続している人
の割合を

・平成２９年度ま
でに４３％に
増やします。

・平成３４年度ま
でに４５％に
増やします。

目　標

スポーツの振興スポーツの振興

だれもが、いつでも、どこでも、運動・スポーツに親しむ



平成 25 年度の総合型地域スポーツクラブ数は、56 クラブとなりました。ク
ラブ育成率も 92.3％（平成 21 年度：38.5％）となり、市町村に対する支援
が増加につながっています。

■総合型地域スポーツクラブ数
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看護職員の離職率は、離職防止の積極的な取り組みにより、平成 21 年度以
降全国平均を下回り、改善傾向にあります。

■看護職員の離職率
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戦　略

❶ 障害者支援を充実します。
❷ 高齢者支援を充実します。

戦　略

❶ 高度医療の充実を図ります。
❷ 救急医療・周産期医療体制を構
築します。

❸ 医師・看護師の確保を図ります。
❹ 地域の医療機関による連携体制
を構築します。

❺ 南和地域の医療提供体制を充実
します。

◎平成26年度までに障害者のグループホー
ム・ケアホームのサービス量（月間の利
用者数）を７１５人に増やします。

◎居 宅 で 介 護
サービスを受
ける高齢者の
割合を80.0％
超に維持します。

目　標

◎平成２９年度までに県民アンケート調査(平成２４年度）で重
要度が高かった項目の満足度のポイントを向上させます。
・「急病時に診てもらえる医療機関があること」を
２．７５ポイントから3.00ポイントに向上させます。
・「安心して子どもを出産できる医療体制が整ってい
ること」を２．６１ポイントから2.80ポイントに向上さ
せます。
※県民アンケート調査の5段階評価

目　標

医 療 の 充 実医 療 の 充 実

県民が安心できる医療体制を構築

健やかに安心して、いきいきと暮らす

福 祉 の 充 実福 祉 の 充 実

戦　略

❶ 子育て支援を充実します。　
❷ 児童虐待防止対策を充実します。
❸ 女性の就業率
の 向 上 を 図
り、男女共同
参画を推進し
ます。

◎仕事と子育てを両立できる環境づくりのた
め、保育所待機児童の解消と多様な保
育サービスの充実を図ります。
◎平成２７年までに女性の就業率（対象２０
～６４歳）を６１．５％まで高めます。
◎平成２７年度までに男性の家事関連従事
時間（１日平均）を５０分にします。

目　標

子育てを支援し、女性の社会参画を推進

こ ど も・ 女 性 支 援 の 充 実こ ど も・ 女 性 支 援 の 充 実




